
写真提供　＊伊藤元　　＊＊環境省

・2019年 8月セアカゴケグモを飯田市で初確認
　（定着は未確認）
・ハイイロゴケグモの県内での分布はなし

・セアカゴケグモ、ハイイロゴケグモ、いずれも
　1995年に国内初確認
・セアカゴケグモは、2019年現在45都道府県で
　発見記録があり、西日本では定着している地域
　も多い
・ハイイロゴケグモは、13都府県の主に港付近で
　発見記録

全国では

長野県ではセアカゴケグモ ハイイロゴケグモ

2019 年現在2019年現在
定着

2019年現在2019年現在
単発的な確認 一部地域に定着一部地域に定着

・日当たりが良い場所や暖かい場所にある物陰や隙間に生息
・自然環境の下では、開けた裸地から森林にかけての崖地、
　岩下の隙間や窪み等に生息

・昆虫等を食べる
・強い毒性をもつ

・咬まれて問題になるのはメスのみ
（オスは牙が小さく人の皮膚を刺せないため）

ハイイロゴケグモ  左側：メス　右側：オス（いずれも腹部背面）

＊＊

セアカゴケグモ  上側：メス　下側：オス

腹部腹面腹部背面

＊

＊＊ ＊

・素手で触ったり、捕まえたりしようとすると、咬まれることあり（日本においては死亡例なし）

長野県版外来種対策ハンドブック　対策に取り組みたい外来種⑧
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写真提供　＊㈱地域環境計画　＊＊環境省

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
【生活史】

・岸の近くの砂礫底にオスが掘った
　すり鉢状の産卵床に、メスを呼び
　入れて産卵させる

・岸の近くの砂礫底にオスが掘った
　すり鉢状の産卵床に、メスを呼び
　入れて産卵させる

・1つの産卵床に産み落とされる
　卵数は最大で 20,000 粒ほど
・卵と仔魚は、オスに保護される

・1つの産卵床に産み落とされる
　卵数は最大で 20,000 粒ほど
・卵と仔魚は、オスに保護される

産卵期産卵期

・最長寿命は 10年・最長寿命は 10年

・諏訪湖、野尻湖、仁科三湖等の
　止水域を中心に、全域のため
　池、接続する河川に広く分布

・1960年にミシシッピ川産の
　個体が導入され、1970年代
　から意図的な放流で急速に分
　布が拡大
・現在は、全都道府県に定着

全国では

長野県では

2019 年現在2019年現在
定着 一部地域に定着一部地域に定着

・湖沼やため池、河川等に生息
・水草の繁茂する場所を好む
・オオクチバスやコクチバスと比べて、群れをつく
　りやすい
・非繁殖期は、倒木や水草等の障害物のまわりに群
　れる
・群れの形成は繁殖期の 12 月で、水深 1m 前後の
　平坦な砂礫地にオスが産卵床が作り、そこにメス
　も集まる
・雑食性で、魚類（特に魚卵）、昆虫類、動物プラン
　クトン、貝類、植物等を食べる

・幅広い食性のために、水生生物全般を食べる

・水産有用種への食害
・漁業操業時の混獲被害

＊＊＊

産卵期のオスは、顎に
淡青色の帯、腹部に黄
色からさび朱色の婚姻
色が出る

＊

＊

長野県版外来種対策ハンドブック　対策に取り組みたい外来種⑨

写真提供　＊伊藤元　＊＊環境省　＊＊＊大井章豊

【防除方法】【防除方法】

●巣全体に殺虫スプレーを吹きかける

●殺虫スプレー、踏み潰す、熱湯等で
　駆除する

●割り箸等でつまみ、ビニール袋に入れる
●袋の中に殺虫スプレーを噴射し、踏み潰す
●ビニール袋は、口を縛り、ゴミとして処分する

●疑わしいクモがいたら、市町村または県に連絡をする  ※捕獲しても生きたまま別の場所に移動させないこと

卵（卵のう）とセアカゴケグモ
＊＊＊

※生活史は、長野県以外の地域の事例のため、時期がずれる可能性あり※生活史は、長野県以外の地域の事例のため、時期がずれる可能性あり【生活史】
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

12 月に、横浜で成体、卵のう、
幼体が見付かった事例あり
12月に、横浜で成体、卵のう、
幼体が見付かった事例あり

フェンスの基部等 ベンチの裏側等

＜症　状＞
●咬まれると、針で刺されたような痛みを感じ、その
　後、咬まれた場所が腫れたりする
　（すぐに痛みを感じない場合もある )
●症状のピークは3～4時間で、数時間から数日で症
　状は軽減する
　（まれに、脱力、頭痛、筋肉痛、不眠等の全身症状が数週
　　間継続する場合あり）

＜処　置＞
●咬まれた箇所を水で洗い、患部を冷やす
●咬まれた場合は重症化することもあるので速やかに
　医療機関を受診する
　（咬まれたクモを殺して持参すると、適切な治療につながる）

＜咬まれないために＞
●庭の手入れや掃除をする時は、厚手の手袋や靴下を
　着用する
●屋外に出しっぱなしにしている靴やサンダルを履く
　時は、中にクモが入っていないか確認する

【咬まれたときは】【咬まれたときは】※日本においては死亡例なし
●疑わしいクモを見付けた場合は、触らない
　（素手で触ったり、捕まえたりしようとすると、咬まれ
　 ることがある）
●基本的にはおとなしく、攻撃してくることはない
　（脅かされると死んだふりをして動かなくなることも）
●可能であれば、市販の家庭用殺虫剤をかけたり、
　靴で踏み潰したりして駆除する
　（駆除した個体は、種を特定するために必要です）
●同じようなクモが発見現場の周りにいないか観
　察する
●大きさが分かるよう写真を撮り、お住まいの市
　町村または県地域振興局環境課に連絡する
　（発見日時、発見場所、特徴、発見時の状況等）

【発見したときは】【発見したときは】

セアカゴケグモ ハイイロゴケグモ
＊ ＊＊

長野県版外来種対策ハンドブック　対策に取り組みたい外来種⑧
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